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は じ め に
平成１７年１月

（社）中小企業診断協会茨城県支部

支部長　安　　四　郎

我が茨城県は、首都圏に位置しながらも豊かな自然環境に恵まれており、その特色を活かして、

「地方の時代」にふさわしい県として、活力ある地域経済と、ゆとりある市民生活との、バラン

スのとれた発展が期待されています。また本年８月には、県南地域において完成が久しく待ち望

まれた、「つくばエクスプレス」が、いよいよ、つくば～秋葉原間で開通の運びとなり、首都圏

の都市化の波が、確実に押し寄せるスピード時代に突入いたします。この機会を活かし、地域経

済活性化に着実に結びつける具体策の実施と同時に、豊かな自然と共生した形での本県らしい発

展が臨まれるところでもあります。

本年度の我が支部の調査研究事業は、この点を踏まえ、

①地域開発とビジネスチャンスの捉え方

②地域開発と自然との調和～本県の優位性を活かす

③都市間競争と地域ブランドづくり

の３つの視点から、本県に課せられた、「活力ある地域経済の発展と自然との調和」―２１世紀

型の地域活性化の方向性―の研究を、つくばエクスプレスにおける県南の窓口である、守谷市

をモデル地域として実施いたしました。

２１世紀型の地域活性化の方向性を具体的に探るに当たっては、多様な切り口がある中で、今

回は、

①アグリビジネスの可能性～グリーンツーリズム

②地域ブランドの可能性　～地域資源の活用

特に自然との共生の中で、２つの可能性を切り口に、調査研究を深めて参りました。これは本県

の従来より持つ農業部門での能力を、いかに時代に合わせ高めていくかという方向性や、素材を

特化させ、他との差別化を図る方向性が、特色を活かす活性化において極めて重要なポイントと

なると考えるからであります。

守谷市における、「グリーンツーリズム」、「ブランドマーケティング」においては、それぞれ

具体的提言もさせて頂きました。

今後、今回の調査研究をスタートとして、本県らしい「地域経済活性化」への具体策を更に研

鑽して参る所存であります。本調査が課題克服や地域活性化の一助となれば幸いでございます。

最後になりましたが、調査にご協力頂いた守谷市や、守谷市大八洲開拓農業協同組合様、他多

数の関係機関の皆様方に厚く御礼申し上げます。更に、情報提供、アンケート調査等をお手伝い

頂いた、Earth First（アースファースト）代表　澤井和男様、そして、調査委員会メンバー、本県

支部会員　�木征一委員、川又昭宏委員のご尽力に対し感謝申し上げ、その労をねぎらいます。



調査研究会メンバー

リーダー　中小企業診断士　　� 木　征　一

中小企業診断士　　川　又　昭　宏

調査協力　Earth First 代表　　澤　井　和　男

この調査研究事業は（社）中小企業診断協会のマスターセンター補助事業

により実施したものです。
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